
竜頭滝
栃木県日光市

りゅうずのたき

　竜頭滝（表紙写真※））は、栃木県日光市にある滝で、華厳滝、湯滝とあわせて「奥日光三名瀑」とし
て知られる。湯ノ湖に端を発し、戦場ヶ原を流れ下ってきた湯川の末流にかかる。約１万5000年前の男
体山の噴火によってできた溶岩の上を約210mにわたり幅10メートルほどの階段状の岩場を勢いよく流
れる渓流瀑で、中禅寺湖に着する（写真１）。滝壷近くで大きな岩によって二分される様子を大きな岩
が竜の頭、左右の滝の流れが竜の髭に見立てられこの名がついたといわれる。
　荘厳な景色に華を添えるのは、例年５月中旬から６月上旬に見頃を迎えるトウゴクミツバツツジ

（写真２）である。栃木県の県花であるツツジは、昭和45（1970）年に開催された日本万国博覧会を記
念して県花として選定され、厳しい冬の寒さに耐え、春になると真っ先に花を咲かせる。栃木県の自然
や郷土愛を象徴する存在として親しまれている。
※）表紙写真　写真提供：ピクスタ　soranikumo  / PIXTA（ピクスタ）

く参考＞
日光市公式観光 WEB
https://www.nikko-kankou.org/

■アクセス
● JR 日光線日光駅からバス約 65 分
●日光宇都宮道路清滝 IC から約 30 分

（表紙の写真）
 竜頭滝
  場所：栃木県日光市

写真 1　竜頭滝上流から見る中禅寺湖

写真 2　トウゴクミツバツツジ

https://www.nikko-kankou.org/



